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HPCI
革新的ハイパフォーマンス・コンピュー
ティング・インフラ（HPCI）：
・ 個別の計算資源提供機関ごとに分断され
がちな全国の幅広いハイパフォーマンスコン
ピューティング（HPC）ユーザー層が全国の
HPCリソースを効率よく利用できる体制と仕
組みを整備し提供する

・ 全国規模でニーズとリソースのマッチング
を可能とすることにより、萌芽的研究から大
規模研究まで、また産業利用にわたる幅広
いHPC活用を加速するとともに、計算科学コ

ミュニティを醸成・拡大し、成果の社会還元を
図る

HPCIシステムを構成する計算資源を
提供する機関（HPCI資源提供機関）



一般社団法人HPCIコンソーシアム

・ 平成24年4月発足

・ 核融合科学研究所はユーザーコミュニティ
代表機関(代表 堀内利得)として参加、平成29
年4月より代表が石黒静児に交代。



この1年
第二階層計算資源のあり方等に関する意見交換会
平成29年2月1日

今後のHPCIコンソーシアムの活動に関する意見交換会
平成29年4月17日

一般社団法人HPCIコンソーシアム平成29年度通常総会
平成29年5月17日

平成30年度「京」を中核とするHPCIシステム利用研究課題募集
平成29年9月5日~11月7日 http://www.hpci-office.jp/



第二階層計算資源のあり方等に関する意見
交換会 平成29年2月1日 (1)

【プログラム】
１．開会挨拶 （15:00-15:05）
一般社団法人ＨＰＣＩコンソーシアム 理事長 中島浩
２．ポスト「京」等について （15:05-15:20）
文部科学省研究振興局計算科学技術推進室 室長 工藤雄之
３．今後の HPCI 第二階層計算資源の整備とその活用について（15：20-16：55）
（１）報告書（案）の概要説明 （15:20-15:45）
「第二階層計算資源のあり方等に関する調査検討ワーキンググループ」 主査 加藤千幸
（２）質疑応答、意見交換 （15:45-16:55）
４．閉会挨拶 （16:55-17:00）
「第二階層計算資源のあり方等に関する調査検討ワーキンググループ」 主査 加藤千幸



第二階層計算資源のあり方等に関する意見交
換会 平成29年2月1日 (2)

今後の HPCI 第二階層計算資源の整備とその活用に関する報告書（原案）

１．HPCI におけるフラッグシップと第二階層計算資源の役割

２．第二階層計算機上で稼働するアプリケーション・ソフトウェアの整備

２．１ 国プロ開発アプリおよびオープン・ソース・ソフトウェアの整備

２．２ 商用アプリケーションの整備

３．第二階層計算資源とユーザとのマッチング

３．１ ユーザに対する第二階層計算資源に関する情報の提供

３．２ マッチング調整役のあり方

３．３ 課題選定のあり方と改善に向けた取り組み

３．４ 産業利用課題に関する基本的な考え方

４．第二階層計算資源活用のためのユーザ支援

４．１ 多様な第二階層計算資源におけるユーザ支援のあり方

５．将来の HPCI の持続的な発展を目指して

ポイント
1. フラッグシップと第二階
層の役割
2. 最適化支援のしくみ



4

フラッグシップ計算機である「京」の運用が開始されてから 4 年半余りが経過し、「京」

を中核とする HPCI は多くの社会的・科学的な課題の解決に貢献してきた。我が国がス

ーパーコンピューティング分野において今後も世界的な優位性を堅持し、科学や技術

の発展に大きく貢献していくためには、世界最高レベルの性能を誇るフラッグシップ計算

機の開発・整備は必須のものであり、「京」の運用が開始されてから間もなくして、2014

年4月に次期フラッグシップ計算機ポスト「京」の開発に着手された。ポスト「京」は当初

計画では2019年度中に運用が開始される予定であったが、世界的にも開発の困難さ

が 増している半導体技術の開発遅延もあり、ポスト「京」は 2021 年度から 2022 年度

に運用が開始される見込みである。

HPCI の計算資源構造は、これまではフラッグシップ計算機という一つの頂点を有す る

ピラミッド型の計算資源構造であったものから、複数の頂点を有する、いわゆる八ヶ岳

型の計算資源構造に変化しており、第二階層計算資源の重要性が相対的に増してい

る。
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【HPCI 全体への計算資源の提供】

HPCI システム構成機関から提供されている第二階層計算資源は年々増大しており、 フラッグシップ計

算機により提供される計算資源と比較して無視できない大きさの資源となっている。たとえば、2017年

度に HPCI として提供される計算機資源はフラッグシップ 計算機「京」が約 7 万ペタ・フロップス時間で

あるのに対して、第二階層計算資源の合計は約3.5万ペタ・フロップス時間程度になる見込みであり、第

二階層計算資源は今後も 年々増大していく見込みである。

【アプリケーション開発のためのプラットフォーム】

前述のように、第二階層計算資源として提供されている計算機の CPU やメモリのアー キテクチャはフ

ラッグシップ計算機の CPU やメモリのアーキテクチャよりも先進している第二階層計算資源としても提供

されている最新のインテルのCPU は、8 つの要素データ に対して同時に同一の命令を実行する 512 ビ

ットの SIMD 演算器を持つコアが最大 72 個搭載されている。次期フラッグシップ計算機であるポスト「

京」の CPU やメモリのアーキ テクチャは公表されていないが、このような全体的な流れの中に位置づけ

られるものと予想される。したがって、第二階層計算資源は、次期フラッグシップ計算機で稼働する アプ

リケーションを開発するためのプラットフォームとしても重要な役割を果たすことが期待される。
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国は、国プロ開発アプリやオープン・ソース・ソフトウェアを第二階層計算機に
おいても最適な状態で利用できるように整備し、広くユーザに提供していく
仕組みを検討していくべきである。具体的には、HPCI 運用事務局や大学情
報基盤セン ター等が保有している、第二階層計算機上で多く利用されてい
るアプリケーションに関す る情報などから、ユーザニーズの多いアプリケー
ション等を厳選し、多様性に富んだ第二 階層計算資源の中でも、代表的な
アーキテクチャを持った計算資源上に移植するため の整備支援を実施して
いくべきである。



平成29年度通常総会
平成29年5月17日（水） 16時00分～18時00分

【１．定足数の確認・開会宣言】 16:00-16:05

【２．審議事項】

議案第1号 平成28年度事業報告 16:05-16:30

議案第2号 平成28年度会計報告および監査報告 16:30-16:35

議案第3号 平成29年度事業計画 16:35-17:00
議案第4号 平成29年度予算計画 17:00-17:10
議案第5号 今後のHPCI 第二階層計算資源の整備とその活用に関する 提言について

17:10-17:40
議案第6号 「HPCIシステムの運用方針について」の提言について 17:40-17:45

【３．報告事項】

報告第1号 会員の入退会について 17:45-17:50

その他（議事録署名人の選任、他） 17:50-17:55

【４．閉会宣言】 17:55-18:00







平成29年度事業計画
1.HPCI システムの整備と運用改善に関する事業
HPCI システムにおけるフラグシップシステム「京」の運用停止が目前に迫っていること、また、性能面で「京」を上回る
HPCI システムが第二階層において利用可能になった、という状況を踏まえながら、運用上必要となる改善について検
討を実施する。
2.計算科学技術の振興に関する事業
(1) コミュニティの拡充
平成 29 年度も会員相互の情報交換を中心としたコミュニティ活性化のための活動を継続する。多くの国民に対して
HPCI やスーパーコンピュータについての理解を広めるために、フラッグシップ 2020 プロジェクト関連の諸活動と連携し
て、HPC および HPCI についての最新情報を会員に対して提供する。
（2）将来のスーパーコンピューティングのあり方の検討
HPCI による成果を最大化するためのシステム構成や制度のあり方などについて、一般財団法人高度情報科学技術研
究機構の運営企画・調整などと協力して、調査・検討を進める。
（3）産業利用の促進
平成 29 年度は，特に第二期 HPCI における産業利用のあるべき姿について、継続的に議論を行い、これに付随する
諸課題を整理の上、解決に向けた具体策を検討する。
（4）人材育成の検討

昨年度、開催した人材育成タスクフォース合同連絡会議において検討した、スパコンや計算科学に関する講習会などの
教育・人材育成のイベント情報や教材の集約、理化学研究所計算科学研究機構が運用している e-learning アーカイブ
の活用を、理化学研究所計算科学研究機構を中心に具体化を進めていく。
（5）計算科学フォーラムの開催と計算科学ロードマップの検討
「今後の HPCI を使った計算科学発展のための検討会」（計算科学検討会）が実施してきた、分野横断的でオープンな
公開講演会「計算科学フォーラム」を、HPCI コンソーシアムが主催して定期的に継続実施する。
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HPCI第2階層システム 運用＆整備計画 (2017年5月時点）

HITACHI SR16000/M1（172TF,22TB）
Cloud System BS2000 （44TF,14TB）
Data Science Cloud / Storage    HA8000  / WOS7000

（10TF, 1.96PB）

NEC SX-9
他
(60TF)

~30PF, ~30PB/s Mem BW (CFL-D/CFL-M) ~3MWSX-ACE(707TF,160TB, 655TB/s)
LX406e(31TF), Storage(4PB), 3D Vis, 2MW

100+ PF
(FAC/UCC+CFL-M)

up to 4MW
50+ PF (FAC/UCC + CFL-M)FX10(90TF) Fujitsu FX100 (2.9PF, 81TiB)

CX400(470TF) Fujitsu CX400 (774TF,71TiB)
SGI UV2000 (24TF,20TiB) 2MW in total up to 4MW

電力は最大供給量（空調システム含む）

50-100+ PF

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

3.7 PF (UCC + CFL/M) 1.0MW 30 PF （UCC +  
CFL-M） 2MW0.6 PF (Cloud) 0.12MW

Cray XC40(5.5PF) + CS400(1.0PF)
1.33 MW (FAC/TPF + UCC) 1.8-2.4 MW

Cray:   XE6 + GB8K+
XC30 (983TF)

Cray XC30 (584TF)

TSUBAME 3.0 (12.15 PF,  1.66 PB/s)
(3.5アップグレード可能なら2019に40PF) TSUBAME 4.0 (100+ PF,

>10PB/s,~2.0MW)
TSUBAME 2.5 (5.7 PF, 110+
TB, 1160 TB/s), 1.4MW TSUBAME 2.6 延長運用最大5 PF

両システムで

1.4MW

50+  PF (FAC) 3.5MW
Fujitsu FX10 (Oakleaf/Oakbridge)  
(1.27PFlops, 168TiB, 460 TB/s),
Hitachi SR16K/M1  (54.9 TF, 10.9 TiB, 28.7 TB/s)

100+ PF 4.5MW  
(UCC + TPF)

Reedbush-U/H: 1.92 PF (FAC) 0.7MW

Oakforest-PACS  (OFP) 25 PF
(UCC + TPF)  3.2 MW

Reedbush - L1.4 PF (FAC)  0.2MW

25.6 PB/s, 50-
100Pflop/s,1.5-
2.0MW

3.2PB/s,15~25Pflop/s, 1.0-1.5MW (CFL-M)NEC SX-ACE   NEC Express5800
(423TF) (22.4TF) 0.7-1PF (UCC)

HA8000 (712TF, 242TB) 100+ PF ～3MW  
(FAC/TPF + UCC/TPF)

SR16000 (8.2TF, 6TB)  
FX10 (272.4TF, 36TB)
CX400 (966.2 TF,183TB)

2.0MW

HA-PACS (1166 TF)
COMA (PACS-IX)  (1001 TF)

NEC SX-9  
(131TF)  
5MW

SX-ACE(1.3PF, 320TiB) 3MW 100PF, 3MW

9.9 PF (UCC/TPF)
FX10

(90.8TFLOPS)

2.5MW

200+ PF  
(FAC)6.5MW

PPX(64TF) PACS-X 10PF (TPF) 2MW PACS-XI  
100PF (TPF)



• Flagship-Aligned Commercial Machine (FAC)：フラグシップシステムと同様のマシン

–フラグシップシステムユーザの多くを抱えるセンターやフラグシップシステムと同様のシステムを整備することにより
ユーザニーズに合致するだけでなくよりフラグシップシステムへの橋渡しができると判断するセンターが、フ ラグシッ
プ システム同様のシステムを整備していく。しかし、スパコン調達では、要求性能および要求機能を仕様とし製品固
有 機能をMUSTとすることはないために、フラグシップシステムと同系列のシステムが入るとは限らない。

• Complimentary Function Leading Machine (CFL-M, CFL-D):フラグシップシステムが

カバーできない応用領域を支援するマシン

–センターが抱えるユーザの応用領域をフラグシップシステムで実行しても必ずしも効率よく実行できるとは限らない。
そのようなセンターはユーザニーズに沿ったマシンを設置していく。スパコンメーカの開発動向から従来のスパコン
調達で設置する場合（CFL-M)と、ユーザニーズに沿った何らかの開発を含めた調達が考えられる（CFL-D)は、
CDL-Dに関しては、その必要性を考慮の上、競争的資金による開発が行われることが望まれる。なお、フラグシップ
システムがカバーしない応用領域については、フラグシップシステム開発元が情報開示しないと議論できない。

• Upscale Commodity Cluster Machine (UCC): コモディティクラスタからの大規模並列処理 を支援するマシン

–フラグシップシステムを含むスパコンが研究室レベルにまで下方展開できない限り、研究室レベルではコモディティク
ラスタが利用され続ける。センターは、そのようなユーザがより大規模並列処理へと向かうような大規模コモディティ
クラスタを整備していく。

• Technology Path-Forward Machine (TPF): 将来のHPC基盤に向けた先端マシン

–既存アプリケーションを動かしたいというレベルのユーザニーズではなく、ユーザ応用分野が要求する計算手法や
計算資源量を勘案しながら、市場には投入されていない先端マシンを設計試作し、調達手続きを経てマシンを整備
していく。ユーザと共にそのような先端マシン上のアプリケーションを開発していくことになる。さらにこのようなシステ
ムを通じて次の世代のフラグシップシステムへとつながっていくだろう。
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